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はじめにはじめに

　技術者を自発的に行動し、課題解決できるエキ
スパートにする。これは筆者がさまざまな企業に
対し、技術者育成を推進する際のスローガンであ
る。このスローガンの実現に不可欠なのが、「技
術的な業界に不問で汎用的」な技術者の「普遍的
スキル」である。これまで16回にわたり普遍的ス
キルの各要素の解説、ならびにそれらの鍛錬方法、
そして実務への落とし込み方まで言及してきた。
普遍的スキルという観点だけ見れば、これまでの
連載によって最低限の知見をお伝えできたと思う。
　今回は連載の最終回として、これまで述べてき
たことを改めて俯瞰的に理解する、そして述べて
きたことの復習と知識習得を目的に総集編を作成
した。育成する側のリーダーや管理職は日々の育
成の取組みを、育成される側の技術者は自らの言
動を振り返るきっかけにしてもらえれば幸いであ
る。
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　これまで全16回で述べてきた題目と要点の一
覧を表1に示す。技術者にとっての普遍的スキル
の解説の後、当該スキルを構成する5つの要素に
ついて、一つひとつ順に解説した。また、連載に
おいてはテンプレートなど、実務で活用できる情
報をできる限り盛り込むようにした。
　前半は技術者が普遍的スキルの中で特に鍛錬す
べきものとして論理的思考力に着眼し、当該力の

向上に最も効果的である技術報告書に関して多く
取り上げていることがおわかりかと思う。後半は
普遍的スキルの中で企画力を中心に述べ、技術者
が新しい技術テーマを立案、推進することに関す
るテーマを多く取り上げた。
　以下、全16回のうち技術者の普遍的スキルやそ
の鍛錬の理解に重要なものを抜粋して述べる。

技術者の普遍的スキルとは技術者の普遍的スキルとは

　本連載を理解するにあたり、真っ先に理解しな
くてはいけないのは、普遍的スキルというものが
何かだろう。当該スキルは図1に示す5つの要素
から構成される。
　「論理的思考力」は自らを制御し、順序立てて
わかりやすく相手に伝達する力といえる。技術専
門用語を羅列しながら、言いたいことから話す、
書くといった言動は論理的思考力に課題がある典
型的な例だ。「技術文章作成力」は、技術的な内
容をわかりやすくまとめ、技術的な蓄積を図ると
いう技術系企業では極めて重要な役割を果たす。
このスキルは論理的思考力と密接な関係があるこ
とに加え、若いうちに鍛錬することで大幅な改善
が見られる傾向がある。
　「グローバル技術言語力」は「数式」という技
術者の共通言語を媒体とした、技術者にとって大
変重要なコミュニケーションツールである。これ
は定性的な議論に陥らず、定量的なデータに基づ
く技術的な議論を促進するために不可欠だ。「異
業種技術への好奇心」は、昨今求められているイ
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